


















































































































































































































































































1	 井上円了の引用は、東洋大学創立 100 周年記念論文集編纂委員会編『井上円了選集』。東洋大学、1987 年− 2004 年から、
（IES 巻数 - 頁数）という形で引用する。西田幾多郎の引用は、クラウス・リーゼンフーバー他編『西田幾多郎全集』、岩波
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